
ユースグループミーティング

・20年後、30年後の社会を背負うのは今のユース世代

・しかし特に少子高齢化が進む日本社会では、私たちはマイノリティ

・私たちが望む未来を少しでも実現するために、そしてより良い形で
次の世代につないでいくためにここにいます



これまでの対話

・ユースは自信をもって意見を言えないと感じることが多い(2020年)

・ほとんどすべての社会課題がユースに影響する（2021年）



今年度の開催概要

2022年11月14日（月）
テーマ「道内の脱炭素の取り組みについて」
ゲスト：（公財）北海道環境財団 加藤唯さん

11月16日（水）
テーマ「日常の中のジェンダーを考える」
ゲスト：久世ののかさん、高橋紗英さん

参加者のべ12人



ユースのSDGs指標
（ユースにとってより良い社会になるために、こうなればよい）

・分野を問わず、ユースがやりたいことを言える・応援できる
機会がある

・違和感を声にできる。それをもとに対話ができる機会が増える
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